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福山町全図

相K

印
刷
福
岡
市
薬
院
大
通
り
二
丁
目
五
二
西
日
本
地
図
出
版
株
式
会
社

建設省国土地理院長承訳

1000X , S00
I : 50,000

凡 例
一市郡界

病 院

神 社

学 校

郵便局

寺 院

城 跡

山 頂

藤

名所（名、•旧跡）

町村役場 

市街地

集 落

・フェリー 

高 塔

記念碑

牧 場

陵 墓

墓 標

-町村界

鹿
児
島
県
蛤
良
郡
福
山
町



福
山
町
歴
史
略
図

（週
村

）

治
承
4
年

（1180） 
肥
前
守
宗
綱
理
村
厂
下
*
I
T

永
禄
4
年

（1561） 
理
城
肝
付
兼
続

（：攻
略

、
れ

る
。

天
正
2
年

（1
5
7
4） 

肝
付
氏
島
津

に
降
伏

す
る

.

天
正
8
年

（1
5
8
0） 

.
%
牧
創
設

庫
長
7
年

（1602） 
理
村

か
ら
福
山
外
城

と
な
•
る
.

万
治
2
年

（1659） 
福
山
郷
士
1
0
 9

人

安
永
9
年

（1
7
8
0） 

牛
根
櫻
福
地
村

か
て
X

る
.

同
1
0
年

（1
7
8
1）

福
山
郷
福
沢
村

か
て

と
る
.

文
久
3
年

（18
63） 

馬
牧
廃
止

明
治
3
年

（1
8
7
0

） 
人
口

 4
 
9
 0

 3
人

同
 
4
年

（18
71） 

都
城
県
明
射
郡
福
山
螂

と
な

る
.

同
 
6
年

（18
73） 

鹿
児
島
県
例
唄
郡
福
山
郷

と
な

る
。

同
 

2
0
年

（18
87） 

福
地
村

が
福
山
郷

に
編
入
士

ル
る

。
同
 

2
2
年

（18
89） 

西
鴨
米
郡
福
山
町

と
な

る
。

’

同
 

2
9
年

（18
96） 

蛤
良
郡

に
編
入

$
れ

る
.

昭
和
4
年

（1
9
2
9

） 
町
制
施
行
人
口
1
1
.
4
1
9
人
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昭
和
五
十
三
年
九
月

町
制
五
十
周
年
記
念

福
山
町
郷
土
誌

福 

山 

町



福山の歴代 

村長•町長

1代村長

厚 地政徳

2代村長

松下 織之介

3代村長

黒 丸 市 助

4代村長

厚 地政清

5代村長

西 大 海

6代村長

河 原 定 利

7代村長

中 島 貞 広

8代村長

中 尾 直一郎



9 T2代村長

中 尾 親 記

10 ・11代村長

厚 地 金次郎

13 T4代村長

松下 兼 精

15代村長•代町長

入 来 太兵衛

3代町長

松下茂一

4 • 5代町

中 尾 廉

6 • 9 •10 •13代町長

豊 平 金二

7代町長

田 中 省吾

8 • n •12代町長

平 原一熊



福山町長

松下 昌宜

収入役

二間瀬行雄

助 役

中 村新太郎

福山町議会議長

大 王 久 雄

福山町議会副議長

大 野 盛 男



町
議
会
議
員

(

後

列
) 

松

下

昭
 

豊

平

三

盛 

久

田

安

二 

菊
池
三
男 

川
東
清
之
助 

井

料

輝

夫
 

山
下
久
治 

有
村
篤
義

(

前

列
) 

松

下

栄

盛
 

久
米
村
信
一 

大
王 

久
雄 

大

野

盛

男
 

城

野

安

二
 

砂

田

光

則

町

農

業

委

員

会(

昭
和

24
年)

浜
田
善
五
郎

小
河
原
福
造 

広
瀬
四
女
子 

山

下

重

義

重

留

タ

エ
 

二
間
瀬
行
雄井

之
口
敬
次 

山

形

虎

助
 

愛

甲

重

志

砂

田

正

雄
 

橋

口

政

則
 

米

沢

盛

弘
 

井

料

弘

川

畑

純

雄
 

宇

都

又

三
 

ロ
ノ
町
省
三

谷

山

祐

吉
 

大

王

久

雄
 

福

丸

岩

吉

久

田

安

二
坂
元 

猛 

宇

都

敬

次

平
原
一
熊



福 山 町 役 場

福山町中央公民館



町立福山小学校 福山小学校開校百周年碑

町立福山中学校 体育館

県立福山高等学校 岩崎 行親 先生 胸像



若 尊 遊 歩 道

港の風景（昭和53年）

港の風景（福山農協前•大正14年）

国道 2 2 0 号線



宮 浦 神 社

小廻造林碑

福山酢の仕込み

磯脇運動公園 農協選果場



町 議 会 選 挙 開 票

給食センター調理室

給 食

福 山 港 海岸の町並



商家造り（小廻） 海上自衛隊鹿児島試験所

佳例川小設立百年記念碑 佳例 川 小学校

佳例川コミュニティセンター 縫製工場（旧佳例川小跡）



福山町牧之原老人憩の家

町立牧之原高等学校

桜島カントリークラブ（ゴルフ場） シラス土壤地帯



牧之原農業気象観測所 杉 山（佳例川）

町 民 体 育 祭 町中央公民館大ホール

町立牧之原小学校 町立牧之原中学校



編
集
委
員 

協
力
委.
員
合
同
会

久
米
村
オ
ニ

木
山
常
一

岡
山 

一
ニ

堀

切

盛

嗣

山

形

拾

言

市
来 

甫 

指

宿

栄

二 

園

田

実

満

三
ツ
石
友
三
郎 

松

下

栄

盛

鎌

田

政

夫

宇
都 

静

谷

山

二

夫

欠
席
者

塩
屋
園
平
吉 

今

田

安

治 

国

師

親

之

旧果樹選果場（昭和35年）浜田友一氏提供



宮浦 神社 三国名勝図会 大安寺三国名勝図会

む
第
，
.

中尾廉氏教員免許状（大正14年）

岩崎行親肖像 束野ーニ氏教員辞令（明治31年）

松 
良 
那

所

唄 
浮 具

m
ス



発

刊

の
 

こ

と

ば福
山
町
長 

松 

下 

昌 

宜

福
山
町
誌
発
刊
に
あ
た
り
、
 

町
制
施
行
五
十
周
年
の
記
念
誌
と 

し
て
玆
に
発
刊
で
き
ま
す
こ
と
を
町
民
皆
様
と
共
に
喜
び
に
た
え 

ま
せ
ん
。

町
誌
の
発
刊
企
画
は
昭
和
五
十
一
年
に
始
ま
り
、
丁
度
町
制
記 

念
の
意
味
で
も
感
銘
を
深
く
し
、
 

且
将
来 

へ 

の
良
き
資
料
と
な
る 

も
の
と
思
い
ま
す̂

内
容
と
し
て
は
全
巻
を
通
じ
て
目
次
や
内
容
が
示
す
と
お
り
、
 

単
な
る
歴
史
物
語
風
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
学
問
的
に
統
計
的
に 

又
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
写
真
を
加
え
て
そ
の
真
実
性
で
残
す
な 

ど
、
今
ま
で
郷
土
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
古
事 

来
歴
を
で
き
る
だ
け
判
り
や
す
く
解
明
す
る
こ
と
に
努
力
が
な
さ 

れ
て
お
り
ま
す
。
然
し
内
容
的
に
は
ま
だ
他
に
も
歴
史
的
事
実
を 

持
ち
な
が
ら
、
過
去
の
資
料
不
備
に
よ
り
採
録
で
き
な
か
っ
た
面 

も
多
々
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
の
必
要 

が
あ
る
と
思
い
ま
す̂

編
集
執
筆
は
最
初
か
ら
三
ツ
石
友
三
郎
先
生
を
中
心
に
、
町
誌

編
集
委
員
五
名
、
協
力
員
九
名
、
嘱
託
鎌
田
政
夫
先
生
が
三
力
年 

に
亘
り
真
剣
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
町
誌
を
完 

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
困
難
な
研
究
調
査
に
も
拘 

わ
ら
ず
、
そ
の
調
査
費
は
不
十
分
で
委
員
の
皆
さ
ん
の
御
苦
労
は 

並
大
抵
で
な
か
っ
た
と
聞
く
に
及
び
、
改
め
て
事
業
完
遂
に
示
さ 

れ
た
御
心
労
に
対
し
深
甚
の
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
す
。
 

ま
た
、
編
集
関
係
者
の
現
地
調
査
や
資
料
収
集
に
あ
た
り
、
何
か 

と
御
援
助
と
御
指
導
を
頂
き
ま
し
た
町
内•

町
外
の
多
く
の
方

 々

に
対
し
ま
し
て
も
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

最
後
に
本
誌
が
郷
土
の
沿
革
変
遷
を
詳
ら
か
に
し
、
ま
た
町
民 

相
互
の
透
徹
し
た
反
省
と
将
来
へ
の
進
む
べ
き
方
向
が
把
握
さ
れ 

ま
す
な
ら
ば
本
誌
発
刊
の
目
的
は
十
分
達
せ.
ら
れ
る
も
の
と
確
信 

し' 

福
山
町
の
発
展
を
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

昭
和
五
十
三
年
八
月
三
十
日



発

刊

に

寄

せ

て教
育
長 

二 

宮 

勇 

男

ひ
と
頃 

駅
の
ホ
ー
ム
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
—
に

「
デ 

ィ
ス
カ
バ
ー
日
本
」
と
い
う
標
語
が
眼
を
ひ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は 

日
本
美
の
再
発
見
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
が
、
 

わ
た
し
ど
も 

が
古
き
よ
き
時
代
を
見
直
し
そ
の
美
を
再
発
見
す
る
こ
と
は
、
 

こ 

れ
か
ら
の
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
す
る
上
に
大
事
な
手
が
か
り 

と
な
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
い
わ
れ
て

い
る
「
温
故
知
新
」
を
引 

用
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す̂
 

わ
が
郷
土
福
山
町
も
、
か
つ
て
は
す
ば
ら
し
く
繁
栄
し
た
歴
史 

を
も
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
栄
枯
盛
衰
は
自 

然
の
現
象
で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
し
ど
も
が
今
一
度
郷
土
を
見 

直
し
、
将
来
へ
の
発
展
の
構
想
を
練
り
、
わ
れ
わ
れ
の
力
を
尽
く 

し
て
次
代
の
人
た
ち
に
す
ば
ら
し
い
遺
産
と
し
て
の
福
山
町
を
育 

て
あ
げ
る
義
務
と
責
任
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
と
、
町
政
施
行
五
十
周
年
の
年
に
こ
の 

よ
う
な
郷
土
誌
が
発
刊
で
き
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と

で
、
 

こ
れ
は
貴
重
な
子
孫
へ 

の
遺
産
で
あ
り
、
 

こ
の
本
に
よ
っ
て 

郷
土
を
更
に
深
く
認
識
し
、
愛
郷
の
心
を
育
て
、
先
人
の
業
績
に 

接
し
て
祖
先
を
慕
う
心
情
を
培
い
、
さ
ら
に
将
来 

へ
の
期
待
を
与 

え
て
く
れ
る
も
の
と
思 
い
ま
す̂

郷
土
誌
編
さ
ん
と
い
う
大
事
業
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
編
集 

員
や
直
接
こ
の
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
苦 

労
と
ご
努
力
に
対
し
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
 

こ
の
郷
土
誌
を
一
人
で
も
多
く
の
町
民•

町
出
身
の
皆
さ
ん
に 

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
す
。

昭
和
五
十
三
年
八
月
三
十
日



刊

行

を

終

え

て
嘱 

託

鎌 

田 

政 

夫

町
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
た
郷
土
誌
の
編
さ
ん
は
記
念
事 

業
の
一
つ
と
し
て
意
義
の
あ
る
計
画
で
し
た
。
 

幸
か
不
幸
か
私
が
そ
の
非
才
を
も
顧
み
ず
船
頭
役
を
務
め
て
き 

ま
し
た
が
、
 

幸
い
に
も
古
文
書
に
練
達
の
三
ツ
石
友
三
郎
先
生
を 

は
じ
め
、
 

優
秀
な
各
委
員
の
献
身
的
な
御
協
力
を
得
て
こ
ゝ
に
刊 

行
の
運
び
に
至
り
ま
し
た
。

僅
か
三
年
と
い
う
異
例
の
短
い
期
限
の
た
め
に
、
 

心
の
焦
り
だ 

け
が
付
き
纏
う
毎
日
で
し
た
。
途
中
い
く
つ
か
の
壁
に
突
き
当
た 

り
な
が
ら
、
 

と
も
す
れ
ば
崩
れ
が
ち
な
弱
気
を
常
に
支
え
て
く
れ 

た
も
の
は
、
「
道
義
的
な
勇
気
を
持
て
」
と
い
う
伊
地
知
大
先
輩
の 

こ
と
ば
や
町
民
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
激
励
の
こ
と
ば
で 

し
た
。
あ
る
時
は
夏
の
藪
蚊
を
払
い
除
け
な
が
ら
、
古
い
墓
石
の 

苔
を
拭
い
て
は
く
ず
れ
か
け
た
文
字
を
拾
い
、
あ
る
時
は
文
献
に 

あ
る
所
在
を
現
地
に
確
か
め
る
た
め
に
足
を
棒
に
し
て
山
野
を
か 

き
分
け
、
あ
る
い
は
古
老
を
頼
り
に
話
を
聞
く
な
ど
多
く
の
時
間 

を
費
や
し
て
資
料
の
収
集
に
当
た
り
ま
し
た
。
 

郷
土
誌
で
あ
る
以
上
一
地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
、
町
全
体
の
視

野
に
立
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
 

そ
れ
で
も
尚
資
料
不
足
や
力
不
足 

で
解
明
で
き
な
い
点
の
多
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
 

誤
り
に
つ 

い
て
は
今
後
の
新
し
い
研
究
と
改
訂
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

今
そ
の
任
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
 

先
の
福
山
郷
土
誌
の
著
者
故 

岩
崎
行
義
先
生
の
裏
面
に
秘
め
ら
れ
た
御
苦
労
に
想
い
を
い
た
し
、
 

生
前
に
尊
い
資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た
こ
と
に
更
め
て
敬
意
を
表 

し
ま
す̂

又
、
 

こ
の
度
の
郷
土
誌
刊
行
に
絶
大
な
御
理
解
と
莫
大
な
経
費 

を
投
じ
ら
れ
た
町
当
局
の
勇
断
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も 

に
、
 

こ
の
書
が
広
く
み
な
さ
ん
に
読
ま
れ
、
 

町
発
展
の
一
助
と
な 

り
、
 

亦
明
日
へ
の
糧
と
も
な
れ
ば
関
係
者
一
同
の
喜
び
と
す
る
と 

こ
ろ
で
す
。
あ
る

哲

人

の

残

し

た

「
歴
史
を
誇
る
者
は
滅
び
、
歴 

史
を
創
る
者
の
み
が
栄
え
る
」

の
名
言
を
か
み
し
め
な
が
ら
明
日 

の
郷
土
の
発
展
を
析
り
た
い
。

終
り
に
本
町
郷
土
誌
編
集
の
大
任
を
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
三 

ツ
石
友
三
郎
先
生
の
御
苦
労
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昭
和
五
十
三
年
八
月
三
十
日
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